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①IPアドレスの
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設定の手順

(a) R1⇔R2間でフレッツグルー
プアクセスを経由して接続

(b) R1、R2にデフォルトで設定
されているNetBIOSフィルタの
設定を全て削除して、C1 ⇔C2
間のファイル共有を可能にする

LAN型接続

LAN型接続

PPPoE：192.168.252.1

PPPoE：192.168.50.1

この設定例は、フレッツ・グループアクセス プロをご利用の場合に、IPアドレスの「LAN型払い出し」を利用
して、1拠点から複数の端末でフレッツ・グループアクセス プロで接続する場合に必要な設定です。

①IPアドレスの
LAN型払い出し接続



＜ルータ1＞ ＜ルータ2＞

［a-1］インターフェイス設定

Ether0ポートのIPアドレス
を設定して下さい。



＜ルータ1＞ ＜ルータ2＞

［b-1］PPP/PPPoE接続先設定1

接続先設定1にフレッツ・グループアクセス プロのユー
ザ名とパスワードを設定します。

フレッツ・グループアクセス プロで払い出されるIPアドレスを
設定して下さい（LAN型払い出しの場合）



＜ルータ1＞ ＜ルータ2＞

［b-2］PPP/PPPoE接続設定

LAN型接続ですので、IPマスカレードは［無効］となります。



＜ルータ1、ルータ2両方とも＞

［c-1］入力フィルタ

NetBIOSによるファイル共有を実現するために、設定されている入力フィルタを全て削
除して下さい。デフォルト設定ではUDP137～139がフィルタされています。



＜ルータ1、ルータ2両方とも＞

［c-2］転送フィルタ

NetBIOSによるファイル共有を実現するために、設定されている入力フィルタを全て削
除して下さい。デフォルト設定ではUDP137～139がフィルタされています。



動作確認
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① C1⇔C2間でPingが通る

② C1⇔C2でファイル共有ができる

※ルータにデフォルトでUDP137～139を破棄する設定がしてあるため削除する必要あり。

詳細は設定画面で確認。


